
■鈴木純愛知県議会議員選挙報告 2023.4.10 
 

2023 年 3 月 31 日告示、4 月 9 日執行の愛知県議会
議員選挙稲沢市選挙区では鈴木(5期目、無所属、新政あ
いち現職)と久保田県議(自民現職)が無投票当選となり
ました。鈴木は 2007 年の初当選では 14,541 票の得票
でトップ当選(市投票率 42.94％、県全体 43.10％)させて頂きま
したが、その後は今回で 4回連続無投票となりました。 
県全体では 102 の定数に対し 35 人、選挙区では 55

選挙区のうち 24 選挙区が無投票となりました。県全体
の投票率は 35.10％で 5回連続最低を更新しました。 
新政あいちの推薦者 35 人のうち、当選は鈴木を含め

現職 21人(▲3)と現職と交代の 6(▲2)＋1人の 28議席(無
所属 15、立民 9、国民 4)で改選前より 4 減と大変残念
な結果でした。(自 58(＋3)公 5減 3(＋1)共１(＋1)無 7(＋3)) 

◆出陣式 
告示日当日は星野選対事務長、尾関後援会会長、魚住顧問と

尾張大國霊神社での必勝祈願の後、後援会の皆様や特に連合愛
知尾張南地協の働く仲間の皆様に多数ご参集いただいた出陣
式では代表して行政から加藤稲沢市長、経済産業界から財津稲
沢商工会議所副会頭、労働界から働く仲間・連合愛知尾張南地
協後藤代表に激励を頂きました。 
鈴木からは 4期目の取組や実績、来季に向けて子ども達もスクスク育つ健康長寿社会の実現

に向けてなど、特に静かな有事と云われる人口減少について時間を割いて決意表明しました。 
◆選挙戦街宣 
出陣式に続き、5期目挑戦する鈴木純の街宣活動を開始、星野事務長、木全事務局長に選挙

事務所をお願いして、同じ市民クラブの志智市議、冨田市議、岡野市議、顧問の魚住元市議
とボランティアのうぐいす嬢さんと地域を回りながらアピタ稲沢店さん前、祖父江の平和堂
さん前、平和のバローさん前で街宣させて頂き、子ども達もすくすく育つ健康長寿社会実現
へ向けて決意表明とご支援のお願いをさせて頂きました。 
 
 
 
 
 
 
 アピタ稲沢店さん前             祖父江平和堂さん前              平和バローさん前 



◆当選報告会 
告示日の午後 5時を回り選管への届出が定数と同じ 2陣営のみのため 4期連続で鈴木の 5

期目の無投票での当選が決まりました。夕暮れ前に当選報告会を行い、加藤市長、水谷平和
町商工会長、大島連合愛知尾張南地協副代表、広沢教育長から祝辞を頂き、多くの皆様から
祝福を頂きました。無投票ですので市民の皆様にどれだけご信任頂けたか分かりませんが、
だからこそ、多くの皆様にご意見を頂き、ご支援頂く各種団体と議論をして愛知・稲沢の持
続可能な安心・安全社会、未来へつづくまちづくりへ一生懸命働いてまいります。 
 
 
 
 
 
 

◆トピックス 
●連合愛知２０２３春闘総決起集会で鈴木を 
はじめ統一地方
選挙の推薦候補
者にエールを頂
きました。 
 

●STEP21 の街宣を JR 稲沢駅前、国府宮駅で毎月の街
宣を行い、主に稲沢市の新年度予算と鈴木の一般質問の
報告をさせて頂きました。県議選告示を前に市民クラブ 
(星野俊次会長、志智央幹事長、岡
野次男会計、木全信明市議(副議
長)、冨田和音市議)の皆さんに参
加頂きました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

第 20 回目を迎える今回の「統一地方選挙」で

は、昨年秋の臨時国会において成立した「地方

公共団体の議会の議員及び長の選挙期日等の

臨時特例に関する法律」に基づき、原則として本

年 3 月 1 日から 5 月 31 日までの間に任期が満

了となる地方公共団体の議会の議員と首長の選

挙について、(1)4 月 9 日（日）に都道府県・指定

都市の選挙を、(2)4 月 23 日（日）に指定都市以

外の市、特別区、町村の選挙が行われます。 

 



■選挙公報 
 
県議会議員選挙でも前回から選挙公報の発行がようやく可能になりました。無投票のため

配布はされませんでしたが、選管の皆さんには点字訳や音声入力などご準備を頂きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■選挙はがき 
 

3回の無投票当選では選挙はがきの発送(作成は自費ですが郵送料は公費で 8000枚まで無
償)はしていませんでしたが、今回はせっかく書いたのに送られないのはもったいないとの声
も頂き自分を含めて議員以外に頂いた告示前の集計分は発送させて頂きました。 
 
■選挙運動用ビラ 
 
選挙ビラ(ビラは前回からの制度)も制作は 16,000 枚まで公費負担(1 枚の上限 7. 51 円)

がありますが前回同様半分の 8,000枚にとどめました。選管の証紙を貼って選挙事務所や街
宣などで配布させて頂きました。 
 



鈴木です

鈴木です

鈴木です

子ども達も　　育つ子ども達も　　育つ健康長寿社会へ健康長寿社会へ
人口減少へ向かう中、団塊世代が後期高齢者となる2025年問題の先

には団塊ジュニア世代が高齢者になるなどの2040年問題も危惧されま
す。人生100年時代へ、健康長寿社会の実現を最重要のテーマとし、すべ
ての人が希望を抱き幸せを実感できる社会を目指します。そのためにも
ジブリパークやSTATION Ai、新体育館、アジア・アジアパラ競技大会、
リニアの開業に向け感染症対策やDX、CN、SDGsを推進し、愛知・稲沢
の次なるステップ、With/Afterコロナの新しい地域社会を実現します。
未来へつづくまちづくりへ、皆様のお力添えを宜しくお願いします。

スク
スク

■健康長寿と教育・子育て
人生100年時代を見据えた地域包括ケア
システムなど健康長寿に向けた取組、 生
涯学習やリカレント教育・ICTの活用など
教育の推進､いじめやヤングケアラー支援
など子どもの福祉の充実

■産業と人材育成・働き方改革
国際イノベーション都市や次世代産業の推
進、DX人材や中小企業の人手不足対策、
2023年技能五輪全国大会・全国アビリン
ピックの開催、子育て・介護・治療しながら
など働き方改革

■防災対策と環境問題
南海トラフの巨大地震などの防災・減災対
策、交通安全・防犯対策の推進、 CNや
SBT（温室効果ガス排出削減目標）など
SDGs環境首都あいちを目指し持続可能
な社会を実現

■With/Afterコロナ
ジブリパークやSTATION Ai、名古屋駅の
スーパーターミナル化・交通インフラの再
構築、新体育館、アジア・アジアパラ競技
大会、リニア開業に向け世界へAICHIを
発信、国際化への対応

【愛知県地震防災推進
条例の改訂、三宅川等
の治水対策、農業イノ
ベーション等の推進】

【どうする家康や稲葉
宿など武将・街道観光
の推進、住宅地開発、
国府宮駅再整備】

【デジタル化支援、女
性・シルバー人材の支
援、企業誘致、健康経
営・公契約条例の推進】

【介護人材の確保、稲
沢緑風館高校など高
校の魅力化、ヤングケ
アラーの認知度向上】

●ワクチン接種●ワクチン接種

●愛知県競馬組合議長

●中小企業振興議連会長として知事表敬訪問

●連合愛知のみなさんと研修会

●2023年2月 定例会 鈴木純一般質問●2023年2月 定例会 鈴木純一般質問

掲示責任者／星野俊次  愛知県稲沢市駅前三丁目2番21号　印刷者／HeartBeat 宇佐美浩幸  京都府京都市左京区高野東開町20-610掲示責任者／星野俊次  愛知県稲沢市駅前三丁目2番21号　印刷者／HeartBeat 宇佐美浩幸  京都府京都市左京区高野東開町20-610

愛知県議会議員

すずき純すずき純
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広域幹線交通軸
ＪＲ東海道線
新幹線
名古屋鉄道
市街地ゾーン

緑地ゾーン
住居系市街地の誘導方向
都市拠点
広域レクリエーション拠点

田園居住ゾーン
工業ゾーン

サリオパーク祖父江の一体利
用のため木曽川堤防線と拾町
野横断線の整備

市役所交差点西の渋滞解
消に県道津島稲沢線のバイ
パス道路整備

三宅川の治水対策事業他の推進、原断面
での河床掘削、、大塚井筋整備等

領内川等の排水機場設置、新光堂川
用水路の更新等

法立西井筋地区排水路改修等

東海北陸自動車道の南伸
（一宮西港道路）の早期実現

宮田用水地区（奥村幹線）
遠方監視制御設備等

遊水地の増設など福田川
の整備促進

水質保全対策事業新多加木
地区用水路整備

春日井稲沢線の東伸
井之口大坪交差点の改良

新清州駅付近の鉄道高架に
伴う名鉄本線鉄道高架（増田
東町踏切除却）

南大通線の西伸、日光川と名鉄
尾西線を含む未着工区間の整備

水閘門の改修に次ぐ日光川の更なる
治水対策に第3ポンプ場の早期整備

稲沢西春線の国道22号線ま
での早期事業化（国道22号線
上部の名古屋高速一宮線は
2027年までに東海北陸自動
車道の一宮木曽川ICまでの北
伸を目指す）
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ベース図は稲沢市ステージアッププラン土地利用計画図

●すずき純  続けます県政報告●すずき純  続けます県政報告

●稲沢
夏まつ

り

●昭和区に建設中のSTATION Ai

 　　　●愛知から世界へ！ジブリパークの魅力発信♥
 　　　●新型コロナウイルス感染症を克服!！

●稲沢緑風館高校など魅力ある高校づくり、ICTの活用、体育館の空調整備、トイレの洋式化
●子どもが輝く未来基金を活用してヤングケアラーや子どもの貧困対策を強化
●オレンジタウン構想(認知症)や地域包括ケアを推進し健康長寿社会の実現
●女性・高齢者すべての人が活躍するあいち！障害者と外国人の就労支援
●新がんセンター基本構想策定、デジタルヘルスプロジェクト、婚活イベントの開催
●技能五輪全国大会・全国アビリンピックの開催支援、ワーク・ライフ・バランスへの取組

●地震・災害に強いまちづくり！基幹的広域防災拠点整備(25年度)
●犯罪の無いまちづくりへ！防犯カメラ補助、AIの活用
●交通安全の推進、高齢ドライバーヘの対応
●愛知県新体育館開館(25年)、スポーツ大会を活かした地域振興

●名古屋駅のスーパーターミナル化
●地域の発展を支えるインフラ整備

●中小企業等人手不足対策やDX対応を強化
●ものづくりの愛知を世界に発信！愛知県国際展示場Aichi Sky Expoの活用
●国際イノベーション都市へスタートアップ拠点STATION Ai始動(24年)
●自動運転・航空宇宙産業・サービスロボットの実装など次世代産業を支援
●農業基盤整備、農産物のブランド化を推進し中部最大の農業県・愛知をパワーアップ
●愛知万博20周年記念事業の開催(25年)

●カーボンニュートラルや生物多様性、食品ロスなどSDGsの推進

■2026年アジア・アジアパラ競技大会、リニア大交流圏の形成に向け■2026年アジア・アジアパラ競技大会、リニア大交流圏の形成に向け

愛知・稲沢の飛躍を支える
　　5期目の取組！

愛知・稲沢の飛躍を支える
　　5期目の取組！

●イスラエル訪問団副団長としてスタートアップ調査

●豊田合成記念体育館エントリオを拠
　点とするウルフドッグスのウルド君と

●東海北陸自動車道一宮稲沢北IC開通

●愛知県新体育館 スマートアリーナ

鈴木です

鈴木です


